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核国臨空港新輯.iH卸l発事擦に係る御所野台地部の潜!

磁文化財比つきましては、昭和55竿度から対処し、昭

和57年度は5ゲ所、 58年度は7"所、本年度は6ヶ所

の追跡発樹調査を実縫いたしました。

今回の剥査院おきましても、縄文時代から平安時代

内各集務跡が発見され、特に縄文時代中期初顕の r!li

ノ上F池跡」 では多E止の北陸系土器が出土しておりま

す。こ的ことは縄文時代から北陸 ・魅f岳地方と交流が

あった事を示し、今後、日本綴文化研究の一つの方向

勉を織示Lていると忽われ 、獄事理な資料であります。

また他遺跡でも費!Ilなi軍備 ・漬物も数多〈験幽されて

おります.

調売の突縮にあた。ては際、関係機関内指滋をはじめ、

地元関係者、 士他所有者等~<の方々の猷続的なご協

力をレただき深く感謝申 し上げる次!<<でサ.

本報告幽が文化財保緩めため、さらには研究資料と

して広く活用されれば帯益広存じます.

昭和60年3月

軟間市教脊安員会

教育長高泉宏 {乍



例 言

1. 本欄皆掛昨秋m市岡 Y小股小~r地 {下拠E遺跡 ・ 下車世F 遺跡 ・ 駁ノよF遺跡 ・ 銀蝿Aj車跡)、

四γ'J、肢末戸松本{荷揚ノ沢Dj睡跡}、上北予古野(I?i!111沢渇担率1に所設すゐ争遺跡の発揮調査報告

2fである。

2. ;:;伝機計四は、調査.rt丑ひ1用1<補佐負の協力を向τ菅原俊行が絹製したものである。

3.氷報告書の輔君庄は、下線E遺跡 ・ 渇/沢O泡跡 . "世田沢遺跡-~.守郷問誠一、 甜谷 後、下堤F

遺跡 ・1車〆上F;_地跡 .fI!崎Aj買跡ー 菅原俊行、1l:凹忠市、 11色村太郎、三的経{控がJ目当L、昔原が

同紙した。 前54以外は菅原が但当 した.

4. "板ノ 上E. i立跡出土欽悼の分析結集につ、.-C~的椋織は東京工楽大牢 ・ 高額秀拍氏より賜わ♂ゾー

5 . 発据i司王臣、艶j.!~作業の過艇で下記の骨氏より m~革、JjlJ宮を賜わ勺 1':'0

岡本来三、加雄三千雄、越底~. LI..!.~ IJ、島俊彩、渋裕孝峰、官懐訴時、凶野秀和

特に小品俊移民民は御多忙中、 来秋していただき:It隊系の士;械につい亡御j~~事役得た.

6 . 得遺跡の平耐刷、士制断í~iI田中のPは上総{片} 、 Sは石〈懐}古c示サ.

7.符;f!締出土ごlニ協同分期は文様から昨別、 隣府から111>>'1し、下;:;e.]更に従。て設明 して、ι。
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8.発4朝調斑による出土泌物、実帯l図、写真、その他の記録は駄聞fI1教育欝員会が保管する.
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関査の続要

調査に:Mるまでの経過

軟111市南東部地紙は制.fllOO郁6JJの駄問惣港の側港、外{北隣輔自動得隠道駄Itl線秋田イ Yターヂ異

Jジ開設予定等、 安倍両面の交通のE耳目耐に位監する所で品る.このような状視の中で南東部地崎に

H吋る御前野地区民ついては柿巳広世た台地であるζ とかち、いち遥<t用長可鑑性等についての骨

調食カて陸箆され、 買良市豊島古川晒巳加しても建華、住宅団地が-jCl:t<。た総合的~~ータ φr・飽

哩繕画期市と Lて具体的にtt民づ吋e，.hf.:;... 

昭和55平に御所野台地生悼の分布調査を実施し、約却方円障の遭鞠融布地を暗認した.総和56年度

はVH発計画池峰内の問自車:r:ilb園地組成に先だ~、下腿O遺跡 (1~l lI l fJ r ド泌Di車跡発揃淘宜醐併酪J

凶82'1'3月、扶山市教宵担昨日会}の発槻調布、乞行なった.11(1駒J51叩JJI:は今後の1>>1発計画に対処する

ため55年内分布絢夜ι基づき、 3 ヵ月間で遺跡の範凶再説調車~:JI絡 し、その綿製、 台地上院訓"

所内)11跡を穫認したのであ6(鄭 1図書均所野台地<IlI範閣僚a;車齢『覧友). しかし、 開発:1i!J地内
民113 カ所の求範創‘I~忠雄が11'{l，している.Jal!ll穫認調査の鎗巣民事づき関係健闘と協議電(If(n
引き続.!年度別に計画fll.Jt，発鍋調kを安施ずるζととし、昭和57年度は下堤G遺跡、野畑遺跡、iII

/~ ß;n輔、綬ノ上C、D，J!跡 (f悼閉巾r欽田1III!l!港新郎市開舟関係聞蔵文化財発銀調査輔傍拘J

1棉3牢3月、駄岡市教育要員会人 l府和58年度は甑ノムE)車輔、噂ノ択A遺輔、海〆沢0)置跡、掛J

O{ J!遺跡、湯ノ沢F遺跡、t軸ノ沢O追跡、泌ノ沢H遺跡、肘IIMl跡 (f:式同市 r秋田臨明線新郎111111)

~I捌係雌雄主化財発栂調査憎管，ll. 同制年3 月、供岡市教育~n:>) の発編調査定行な今た.

11/1卯59年度は下~E追跡、下段F還齢、躯ノ上Fj車瞬、 押崎AiIt齢、 湯 ノ沢D遺跡、 E誕凹沢i車跡

町発掘調査を実施した.

調査期間と体制

掬在期 間昭和59年4J! 1四-12月7日

調査F体苫地蝿鑑開盤備公印

，111査開吋者秋田市 ・畝間iI1枇W議員会

例代J:t "符牒俊行、 :u郷似l紙 ・、 同苗 陸、 宮町111，tJ，.¥市 {駄11]011救耐'iIi員会社会教育縛}

減温調査員熊詩太郎 WWI風向l岨文化財セ ンター}

調金補佐員 三鈎峰緑、佐験強r、蹄'"徳行

.tt協力民 五十嵐 舟1111(紋IIIIt.!i'T.協会会員}、石川忠聾千 {明柿大字大手段丸山下英二〈日ぶ人

章}、鰻村 ，..刊・4学総k宇》、井上 議{紙出ft怯k乍》、 軍属 和彦4尊惇文学}、 鈴本
治、小11:博行、 IJ'骨成....今，t!T.和Dli[畳、 t豊島巡g眠、'1、画奈障鍵、安雌iO色、

西野様、熊谷 田j、民雌給治、安聞Jji去、f)i捕直和IJJ、捜辺伊保子、佐々木間!能、 奈

良みどり、目当樋 ~Þ .. f.U~弘子、 浅利他(-. mll州事つ昔、 111村6子、今野滋炎 (秋凶



大学}

調査作寮民 鈴木銀一、蹄木長治、鈴木E<治、鈴木ー美、三浦竹治、 三繍智、 三食ij吉司、三湖官

男、 三浦三治、紙本与次郎、嬬井勝男、水野金光、 佐 々木多治郎、 三浦竹覚、加賀谷

続之助、加u谷金一郎、鈴木銀三郎、安申書金四郎、調書野教組!、網野鍵一、渡部嫌治、

佐々木東吉、勤取藤一、経娘後三、 渡辺憲太郎、渡部金次郎、拍車慶子、鈴木ウメ ノ

酷木ツ命、鈴木争旬、三浦予綾子、三浦初絞、 三浦 ，i品、 三機タ令、 三欄ナ γ、掴

井ぺdス、細井キ .~、佐々木ヲ ミ 、 佐々木久子、工J!i<キクエ晶、熊詩!.c.子、宮田ト中子

品晶綾干、 t草 子芝 、極敏子、銀良子、伊藤ヒメ子、伊繊フギ、長1;>剖1ヤ品子、

会場京子、 小松ス 3、渡部セγ、渡部γイ子、縫部キネ干、渡部キヨ、渡辺フ宅、佐

々 木易、〆、佐々木縫子、 書軍備ヨシ子、局儒 ~ .::晶、担屈野京子、矢倉アキ、 加賀谷 ヒデ、

杉沢フ ミ、 厳沢 ミサ子、 藤沢トク 鼻、lIE干沢さ令、安藤チヨ、鈴木ヒデ、錨本ヒデ子

持木カネエ、持aチ島、鎌餓d炉、、礎部かよ子
受理作業員 三浦紋干、 挿I~I'律子、嬬井辛子、三浦千枝子、渡部や 担、奈良年律、 白井由香

事務員伊織茂子、奥村典子

規査の方法と経過

調査区は争遺跡ごと品伝;I!、の車車内、を決めて東商南北 {磁北〉に』正融線香g作り、調査区全体に大ダ

リァ ド (40川 X40m)を設定し、さら巳その中ι小グリ，ト (4mXJfrn)令部r>i!L-、単位グリタ
ドとした。大グリッドI~ (1-川、 '1、グリ ，ドは東西 (X融}に数字(l-10)、両市北 (y軸}巳

γルファベタ争 (A-j)を画己L、その組み合ゼでln跡需号、大グりッ ド番母、 '1、グリッドの聞に

呼称寸ゐ ζ ととした。

発t曹拘査は、 下l.l E遺跡(泌-~、下混F遺跡 (%-90 、厳ノ上F遺跡(jイ-M ) 、 11!崎A遺

跡 (%-泌〉、湯ノ沢D巡跡 (，%;-%)、源問沢遺跡 rx，-)10の日穫で型堅持した@
綾H

下操B;I齢は‘下腿Gi理跡 {先土昔話時代、縄文時代前期末、中期末) と南の沢を隔てた揖ノ ~W

遺跡の関連で潟資したもので、 下l.lG遺跡、織ノ沢Djl!駐車問機に縄文時代中期末鍵を主体とする4駐

車再が検出された。

下縫F遺跡は向台地上の下堤E、G遺跡との肯絶巳おける問時期の位院関係省ピ把甑ずる忠臣耳鳴グ合

んど調査で.やはり縄文時代前餓末、中期末の聾罰事が倹出された.

板ノ よF沼跡は調査面械が広<2年がかり(1年は表土、第H層まで線道t)で策絡 したもので、
，..肘 tllll

北側の絞ノ 上E遭跡、北凶品位置する板ノ上A遺跡、南西の製崎A遺跡との関JI!で飼1iL、縄文時

代中期初頭、 求書E、弥生時代の遭械が検出され、 苧J往時代の住居跡は9宮崎Ai白勝宣告めてa.i邑跡で

確~~された.本i軍陣では特に縄文時代中期制蹟の北飴系土獄(1す〉 の出土記注目される。捨て嶋と

考えられる沢部からのものでZ置が多丸、 主た同時期の大型住居助:(1軒〉が検出された。

抑!附A遺跡;は嗣北町舌;fJ~台絶」ニに所在し、南側調査肢は畑地でE誠実地借えで調査は不可能であ
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り、成存部の肉廷の結果、 縄文時代前期、弥生時代の使館跡が嶋111された.笑地碑えの際、出土し

た遺物 {弥生時代)が畑地所有者 (四γ小量産小阿地字!t!ノ下 鈴木正明氏)の家位保管されてあり

好恵比より2広報告唱障に絡介できた。北側調査区は縄文時代晩期の土悠誌を主体とした遺憐が検出さ

れた。土広重Eは土軍司耳飾 今 、 小豆、石製勾ま、 'J、3，~伴い、小線機ながら環状配置が惣定できるも

のである。

潟ノ沢D遺跡は前述の ド縫E、G)II島容の関連で絢査したもので、縄文時代中期中紫-;.Jt難的集落

I!;験出された.寂ノよE)I~みで検出された 9 -10世紀e:考えられる剥鉄炉に伴う炭焼紫と問形態の

炭焼熊が1基験出d品、製鉄炉の有提唱ピ迫ったが確認できなかった。

深m沢i車跡は今年!lr蛸衰の干)Eに入勺ていなか勺たが製崎B壇跡の調査と変!l!で行なったもので

畑作の取り入れの関係で調査が漣れた.検出された)11柵は平安時代の掘立柱建物跡を主とするもの

で涜物は'.1>なか今た。

〈注1)q武田臨空港新都市開発関係理議文化財発鯨調査報告害J19制年3月 駄岨市教W寮員会

〈注2) (注 1)問。

{剖ニ3) 付、阿地、 下堤 ・媛ノ上)11跡発担由同1!f繊告書J 191&年3).1 秩聞市教育者陸員会

昭和59年度来E章者 (順不f喝・ 敬称略}

永瀬福男、小林 克、児玉 構、大野憲司、嶋本;r.;史、桜悶峰、船木緩勝{畝間照明蔵文化財・ヒ

ンタ ー}、秋元信夫 {箆角市教育費負会}、津谷 敬、和煤昭ー (横手市教育要員会)、結原ー也{石

川県立明蔵文化財センター}、岡本束三 {文化伊)、宮殿$時 (秩岡県文化謀〉、小島俊彰{金沢美術

工芸大工学)、加縦三千Ilt(錦町1>町教育望書員会)、IJJ崎文章 (仙北町lIt'rl'寮員会}、河田 Zキ(秋悶'"長

夫人)、秋田市PTA迎合会文化研路 (26名〉、秩岡市立広極小学校PTA(:15名)、 験問市立御野

場中学肢PTA文化部(16名)、秋田市教育研究事 (15名}、紋田市立四ッ小極小学校4年生.信仰名}
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御所野台地部随関確認、遺跡一 覧表

遺跡
遺跡名 所 証 2也 時 f~ 橋積m・ 現状番号

2 下 ~é 駄則市四ツ小屋小阿地牢下腿 蝿宜 5.6お 畑

z 下腿 F " 4砂 " 14.375 • 
3 下拠 G d少 dシ 先土総 ・縄文t中〉 5.0叩

山陣
間高野

4 甑ノ上C " 四 Y小農小岡地宇脱ノ上 縄文 6.0的 @ 

5 戚ノ上D • "〆
@ 14.0曲 4砂

6 域ノ上E " " d歩 15.0仰 • 
7 底ノ上 F .. • " 37.810 

-ー

8 l'l1.崎 A " 11!1ア小極小問地宇御崎 縄文{娩} 13.750 細.山仲
飯野

9 製崎 B • • 縄文 11.250 JUf 

10 地磁JEJA ク 阻 γ"、脱*'戸総本字地雄附 タ陸上舵 ・縄文 ・中安 30.刷同 畑

11 地蔵朗B 4砂 " 縄文t中地)・弥生 25.0側
Iltl>l 
1原野

12 f晶ノ沢A 。回，.，、底茨戸怯海;"'j: ll~ノ沢 ゐ官史 21.555 " 
13 t晶ノ沢8 • • 縄文〈前 ・"'1) 5.低地 " 
14 i島ノ択C • " 縄士{中嶋}・弥生 11.565 。

15 渇ノ沢D .. " 織文{中} お .0仰 蝿

16 t晶ノ沢庄 • 令 縄文 7.以坤 d少

17 調高ノ沢F " " 縄文 ・土師須思 5.310 " 
18 泌ノ沢G h .. 縄文{後} 1.3曲 原野

19 渇ノ沢H .. .. 縄文 5.940 畑

20 tf 椙 。上北手綱所野字野畑 縄文{中} 1.875 山幹

21 野 形 " よJt手御所野宇野形 土師 ・2見事 5.940 
山俳

原野

22 深 帥沢 " 上~t手古野宇滞岡沢 縄文 ・平安 6.875 焔

お 台 d少 上北手古野字台 • 8.440 " 
剖 地 11 4砂 上 It三f-ll!印字純ノ沢 縄文{娩) 54 .670 相・原野

- 7 -



遺跡の位 置 と地形 ・地質

位 置

秩田市街から凶沼13傍軍事を倒下し、 t二JF問、横山を過ぎ、液なままると槻腐約40m前後の広大な台

地が聞ける。 ニれは奥羽本線四 γ 小島量Ð~方而からもよく見える平坦な台地であり、世帯所野台地、率。

戸台と時ばれている.ニの台地が臨空港新鶴市開発計街地織でるる。

各遺跡の佼置については第1鋼、 「御所Jf台地調i範閥確紘遺跡及び1周辺遺跡J を番参照されたL、
地形 ・地質

)I!駄の存在するJt!!Mは、大別して和111丘陵と車戸台台地に分けられる.和凹仕陵は平坦耐を晶ま

り持たなL、.しかし、定商伐を持勺た傑向帥-150mのかなりl揖析を受けた老年期地隔を尿L、地質

は郷3系都新統に属する膏色砂質シルトむ{旬i問問〉と育係色塊状4尾治 {夫徳寺謄)、それ院中新

統に脱する冊灰色泥約(船川贈)などからな。てレる。末円台台地はt寝耳':i25-50rn強で、その表聞

はk併肘..e..oo .:.の台地は和問丘僚と娘して数段の段帥酬できる。これちは織の広分か

ちする と、上位から標高45-50"，強 0)絡台段丘、傑高40m強のよJf台段丘1、阪高35耐強の上野台

段丘日、際高25m強の宝憶崎段丘の4段踏に分叶られる. (栴2闘}

tIf台段丘

Zf見JII治時;fe戸台台地では45-抽m強の際耐をもっ、いわゆる博台耐をその唯績耐とする鯵由府

がl事い鞭 〈艦大I孟!(同前後}、砂、粘土の1i:̂"で情成されて1...1.) 0 ただ必ri!;尚度はわからな、、。皆紺
は般上海に1-2mの潟色の粘土質火山灰層があり、次に操、砂、執よの瓦再習で、 砂艇のil&分でし

ば しばタロ λ ・ ヲミ ナ 〈斜交~型車} がみられ、 砂土あるいはシル トは水子な細か，.属J!ll宅どなす与と

が多い.111)事をみると、 鴫措置はうずく、砂、 fo土織が厚い.その下部は第3系の泥む{船111"')平

砂質 γル ト (百世間anとな。ている。円.ifiはζ の怖台凶iな附置の下末吉備に対比 して、。る。潔EIJ沢
遺跡は、 この併合段丘に依位するe

上野台般丘I

車問台台地で踏台段丘丹市仰に原高40m強でつレている段丘が上野台段丘Iと呼ばれている。表

幡町1-2mの梢土質火山総局を除〈と、 l里丘堆8荷物は殺大経20-3(蜘 の棋を乞脅む磯婦であ勺、原

さ1:t5ro邸taで、その下部は錦、3系となっτいる.下l1ilE、F鴻跡、厳ノ上fi車跡、尚ノ択D遺跡

は ζの上野台段丘Iι位粧する。

上野台段丘町

末戸台台地では上野台段丘 I との比尚治~ 5 m強である。段世馳純物の白刷は、」二世F台段丘』とほ

ぼ問機で、 1骨1事は5m前後である.内藤によれば、厚い碑庖の下部は締台府に当るとしている..P11 

崎Ai買跡は、この上野台段目 O'ニ位置寸る.

段丘堆前物的特徴は、上野台1• U踊では般大筏:地:間前後の旗門械を主体 とする、ほぽ一様な揖

mをもち、 河川縫腕物で、厚きも加味すると器具川などによる開成の浸食殺厄。函と考えられる.博
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{，、」ヒ野台 1 、日 商町書面化#1< .. ている周厚 1 -2 m の 〆ルト持~肯んど鞘土質犬山灰糟は.列
il2 • 

JJErぬの章鼠山が起~ι -fI;; ./tえられてレる. この鮎 1:百火山灰層的表凶柵(JL物質の風化状績を4

τいくと、階台、上野台1、llifUては然色上の下の踊i地 物慣のう払上朗幹関~出回が例制色(，:';l

L、下冊lは灰色で、境は揃砂寸ゐ.1t t..:、 lュ喰断面てど見ると、 111ft、 1:野台I、U由企'おお う七峨

u、、。わゆる高岡2統に偏 していゐ.1:'1えられ、比眼前kl!¥.ftl続々協人 していて、 黒色上府~r，t

ぃ・良債書ぜて‘"9. ;.:ニの層 fl't:.':'-X 1 1，カラスを混入しており、火山岡が関係しているものと銚え~

れる.

1ft!) r依田県精見川歯車騒.u.1;(がその周辺司段丘につトて』 内政博人 1965年 繁 4紀研究144

を第1号

(W 2) 'J世階、 裂層地質 ・ I-~圏、秋山J 銭前企酪庁七地分銅Ik，j;，\~ 1'， 1蝿6年

rAI事潟の"f明~J 秋UI1~1I<骨4島民会 1描5111

「火山活動と地Hん 11111 錦 k明常

F欽回県努iA'.半島ーのU向周辺町火山健出物民っ、・てJ " 'l; 地質学樺I!lI!61甚錦717

培 1袋詰年

A 3霊

1“初制

官官2関投 E 
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遺跡の続観

御所野から小阿地集滞に通る市道町南側、棋拘40m穣の台地が遺跡であゐ。傑い沢が雨から延び

ており、遺榔内にも小沢が2'広入り込んでいる。 i聖跡は主民縄文時代中期のもので検出遺備は艶穴

住居齢、 t'l!;なとである。沢を鱗てた前世111冊 m司と ζろに勧ノ沢D遺跡がある.

潰織とi圃物

1号住居跡 {割s3悶〉

調査t互の凶側で倹m書れた。
プラ ν は長軸3.2m 、総軸2 .6m の惰円形を1ilする。 碕認揃からの深さは3()Qaで、 僚は'~I軍議胞に

放ち上がる。"タトは伎鰐跡内外品検出され、いずれも比較的浅く 、主柱穴は明確でな、..炉は鋸

り込みが2ヶ所あり、 F内底面1の尚側に体調:欠繊の鉢幅土器、東側からは紙百世のうκmした七苦告が検

出された.床はほぼ平組で軟着華である.

出土遺輔
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土鍵 〈第38儲36-44)

珂-38は炉製設土4酷であるa 枕線と題専消 し手法比.t。τ曲線的な文様を段閉させる.

石総 t鰐47鴎 2・2)

1は両側線量こ刃部を作l封した削様であるo 2 は軍事叡石斧で刃部は平~欠繍している。

2寺住忌齢 (第4悶}

総変l孟商情lで検出された。

プラン1:1.長軸5.7m、動軸5.加 の崎門形を!ilしている.両副部は際乱t量吋ていみ。暗紙面かち

の様さは4Zcmで 、 鍵はほぼ量誌に立ち上がる.ピットは多〈輸出 ~J，てレるが率性穴と思われるも

的は深害虫回以上のものである。炉は向佼限で新旧2回の作り変えが行われている。 旧炉は士重量鯉

凝llf，の慮り方、紺1り込みの一同1を授すのみである. 新炉はやや倒側ι喪軸方向念事Eえτトる. 土II'~

哩設問、 お細部、鋸り込み記事からなる.哩設土総は氏部場dにく深跡形土器官定立に鋸えており周辺

は火熱た受けて昨変している。1日炉出土の醜設土器破片と!l:'告するζ とから向ー土践であり、 1日炉

かI?m炉に腹設土器全移 しているニとが繭!認された。石組問iには、 こぶし大以上の鴫がわずかに憤
附される。問辺は革、貸している。また掘 り込みが般に綾ずる部分にピ タトが検出された。 床は後 く

2段位な今て札、る。平組で堅レ.

出土遇制

土鶴 {第31闘し縞38関45-48

1は炉娘投土穏である。

婚状の突起を有寸る上部に

rVJ等:状的理事前し帯を施

L4単位に区闘する@区画

された附から枕線'l:a揮i1'iL

手11i'~ よ 今て rJ J '--F:t'¥t:. 

文織を償方向に草委側させて

レる。 地支はLR(縦回転，)

の書官主であるo45-48は積

土から出土した. 制~1!1.と婚

消し帯で文織官鰯す.

石鍵 〈割1471調3-8) 

$は螺;¥1;6娘、 4，怠縫製

石匙、 5 は僅署警 <~ンドス

クレーパー)、6は側臥郁に

刃剖1をもっ前邸であるo 7 

る，¥ a
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. 8はlIf唄石斧である.

3号住居跡 {第 S筒〉

i時宜肢の阿側で憤出された.

ヅヲンは長軸3.1刷 、組軸2.6m の梢ドl彬を呈している. 確~而か内の深さは2恥聞で聖書はほぼ楠仰

にtLちょがる {点型車は削平草れている.)ピヲトはいずれ，も~ < j"杵火はゆj確でない.炉は寸二倍開設

邸と1Ii?込みからなる.t沼周波郡には底範を欠いた個体的興なる開鉢1111:器が正立にて司障に編え

らJld. X=辺は火無念 うけ称~\..τ いる. 描り込A町躯分は1l! <、 底踊から小形的跡形iD'" 出

t¥..て←る.~巨は平闘で帯〈鳥"で島る.

出土過暢

之鱒 (fI'l31関2・3、;1138関49・50)

2・49・50は炉埋設土総てあるo 2u.担l恨の悌鉢形土総で'"ゐ.4事 ・ 50はちt織と鮮I>~¥..部位).今

て文怖がbIi:さhる.3は炉内JUム的tllW阿保鉢形士宮苦で晶る.

石暢 f君臨抑留9、第48関n・制}

91~飯事量で片踊掴工で高る.23は栴b. 剖は〈ぼみ副で島る.

・骨住居跡 (1il6鱒1

凋野区内西側で検問された.

グヲ〆は筏5.8m町内婚を'唱する.信込宮前iからのt軍事は川副で37，叩創で慣はほぼE底値に立"'1:が

る。ピク与は太小合せて44仰向州事れてレゐ。襟11:従lc:ml'Atの?側がt除火と恕われる.炉は斬111

2A匝検出された.旧伊は石制問Iと掛'1り込みからなる.~ヨ組織J:，flill. "'~提鉢nH:.I!'，の厳/1・f/'棋 111t!わ

た.IBO->は礎絶後>!iH・6こ鮎比占れて1.'7.:1.新炉は北東部ι仲られ、』ニ齢S型投話、掘り込み滞から

なる.士舘埋設舗にはs:tJを欠〈標u静上還を正立に調書えて封。周辺は火州各どうけ称変している.

剣9込A位、士宮理主貴絹広近、.上廊側面が火熱をうけ轟貸Lτいる.比は比般的手担であ9堕也、

白並持齢南側に巾IOc・、探さ3-4園内刷掃が認めちhる.

出土温輔

土偶 {第311調十第32関5・6、胃138凶51-55、事再39肉5(;.....5S)

4は炉埋設士官官である.ゅゐい波状ロ紙を有し、 H緑開lが件以、 1砂j向lが膨らむ傑鉢J僻土掠でつめる.

nli.郎円融宜帯から縦にのびゐ卿附L絡によ 今て4単位ιM耐L、I:lJには r)J 宇状的文様~配し

ている. 5はl日炉内、 6は床lflI;6.らUl上した傑鉢形t器で晶o.剖:紙と酔前し需によ今て横方向ι

Z様~Il何させている. 6は'1、f;(肉内に円形円割安を車Lτわる.51-鎚は司lJ:から出土Lι.t.t 

・置と 1f'IlI'I\..僚によ ~τ宜修8・属される.

石締 (11141凶10・11)

叩は上自事が欠鍛してL るれ111:で、断1筒が聾形を砲してレるolUよ ・副1に原計画1令王室ナ錨訟であゐ.

5骨住居跡 {第 7鴎}
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調査区の西側、 4号lli脂跡I幅闘で陶にやや傾斜する斜面て'続 出された。

プランは後 3.2mのF91帽をE註する.，巨!!I!1:l.-'部勝作により若手向押されている。雌認而からの探

さは商側でおーで僚はほぼ垂直に立ち上がる.ピヲトは住居跡内町質量際に8側、住服飾外に8倒検

出されて、。るが、主校穴は平明である.炉はお闘い土骨量唆綾部と鋸り込みからなる.布凶い~:

骨骨l壁o!t剖lには底部を欠いた鉢形土訟を鋸えており、間辺は火熱をうけ弗霊rt.ているω 締 り込みは比

較的浅〈、 民耐は火熱ヰヒうけ弗変し竪くなっている.1車而は比鮫的平峨で箆い.
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5号住居跡害事7図

土締 (第32図 7)

7は炉型埋設土紛である。胸部が膨らむ深鉢の純l縦士穏で、地文はLR (縦回転》の純主である.
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6号住居跡 {割問8関}

調Jf.rヌ;車側で検出された.



プラ Yは長軸2.7m、m

軸 2.5m町時ぱ円}酵を堕す

ゐ.I稿it--e凶:からの傑さは18

cmで、喰はほぼ1垂直民放ち

上がる.ピ γ トは大小合ぜ

て22個憤出されているが、

-10梓穴は不明である.li'は

土嘗埋設炉である.底栂*

欠いた傑鉢砂土務官』闘えて

拘札瑚辺は火熱をうけ耳、奮

いる。"くは跡伸による措置古t

古うけ門山が著しく、や平

融制である.

出土遺輔

土鱒 〈事官32周 8】

耐用.~"-腎であるo U総

-
宵
事
、A可

A '
働
略
4

・a
4 

-
hr揺

l副-0肉燭陶••• 

畠

4l2232 
且 11・皿企
11訓h・・!.扇l...圃A‘5・・a
・4・・睡a魁"臥

1 ;l¥81'Al 6司住居跡

飢d'件反し、府部がゆるく膨らむtt鉢形上絡である.口縁部は情宜怖で、 噺部品一条町枕線がめぐ

る側下方ーはtt録と府摘し郁に.t 勺て ~ I憐仰に区画され、 間省ピ世直状的1fJ!悶し併で連絡t!-ぜて、ゐ.

7骨住居跡 {第9闘}

:qli.区東側で横出された.

プラ J は径約3.4mの陪U門剤唱r叫する.唖認面か向の探さは約出2・で島る.盟主は時ぽ平岡で慢

し 北側に径筑同町鍵士が圃111された.

出土遺輔

土締 (!s33図9、*39闘59-62)

911炉均投土様である.品開{ド方に波紋位制:線がめぐり、そのよ仰は附線的に沈線医師iに Iる蜘

制 L併がi也されている。叩-621tlllトヵ・c，出土した(1591;1'.波状nU!のIJ1f:U下に帖 t織を貼げしそ内

L;I'I!Iι検あltDT宜を鈍している.60-62は枕線I正副ιよる締約l情念附している。

石嶋 f第47隠12-16)

12 ・ 13日前農、 値器投石器、 1・- 1副~厳司豊百斧である.

・骨住怠路 【第10伺3

~tiÞ<東側で検出占h た.

ヅヲ川ま長軸5.1m 、頗軸~.8m の附円形を唱する8 信認禰かh円t現在 は鮮~211酬で 、 態はほぼゆI~r

に立ちt:がる.ピ e トは人小37例険IHされており、規則的位まわゐ2()cmI:)..tの1躍さをも巧9削が-r-.

-22-



事E穴と思われるo t;I""'iはm~

側lに作られており、上il:jJ型

投稿とl曲。)iるみからなる.t 

骨量瑚;骨冊l比は鉢形上2量的i嗣

掴i智正立して婚えている.

周辺は火熱をう吋て$宜L

て‘る.撮 り込λ町底割、

倒帽は火典4どう吋て本軍rt.

句、'0， M~I面は!t殿町J乎捌て

申や軟弱で島る。

出土遺物

土偶 {邸33凶10、第331><1

6.1・刷1

10は炉埋段上司Eである.

nu偲が丹反L、肩書ldo中

ゐ〈膨らむ夜鉢階上援で島

る.剖;線阪両内を滞納 L、

備)i1['1へ能状に文憾を腿酬l

i!'ぜている， 63・6刷1!f1'j

か・らIU[.し式乙a

石総 r第羽田tη

a 

A -

司11(

阜

且

同銅線思に刃忽をもっ酬留で.H編加 Eてある.

9号住居. (耳III鴎}

副司班r<:iii側で検出された.

lii9図 7 号住屈~

;;ii位協:t?T22臥
Z7. 22子融叫

プー， "は長軸5.Om、，，!軸d.3m同州門市を息する。傭.il:lftlh・らのUli!は東側で190・である.自在日

ややゆるやかに立、上がる.ピ。，トはk小32側匂検出占れていゐが、主U'火は不明である.t 旬~~.

紛町J官4引で、 鉢3静上訟のゆl地〈パF¥Yして綿えている.かの1M迎むよぴ作底内中心部品かけて火開化

。け、健tn 広縫捌K.，;.~，められる.凪耐は子製で晶る.

出土遺輔

土線 第お鴎11・12入部第鴻65-曲

11は炉湾設上程であゐ.ulJ掃が自立L、腕部が中る〈膨ら打樗跡的純1縦士宮苦である.絶宜は開

弘文でAる.12は休耐向上1，，'，1111'Lた柄剖lが膨らむa;鉢蝉l:lI'Iである.1:1:緑区同内定密約 t、棚

f量的な文様を展開させる. 配;-68i ll喧十から出土した.iX敏l向I~ ，，)肺捌 L冊た民主 L 、65 ・ 舗は刺.~女
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"施しているa

10骨住居跡 '~12鴎}

制Ii.広東側で、耐にゆる〈傾斜ナる制耐で倹出した.

プラ:/.1長軸3.Om，~司創112.r-，m の的門形令虫ずる. o直ZS刊からのiIIIさは東側で1Z<mで、'lI!は日ば

酬低巳立%上がる.ピ v トは小ぺfεb円11'1611'1程検出されているが、主H穴は不明である.がはI

1II1'l!1I炉で、鉢形土訟の刷忽省1:'d t): して縦えている.伊丹府辺は火内危うけ体型nている.1ぶ銅は

比敏的乎坦で堅、 '0

出土遺骨

主鶴 {祖師33鴎l却

t'J+r設上掛である。館跡的m制 L加で地庄はRL. (縦向転}的岨JC.で高ゐ.
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H骨住居蹄 1;B13図〉

縄在t正町東側.荷に申る〈傾斜寸ゐ創価で倹出害h'"o9号住民崎町滑に騎f富f-tる.

プヲンは長軸3.7m、軸2.蜘丹精門JtJ，，'J.する.篭諸蘭かh的側さは約10<濁で、 笠はゆるやか比

立ち上がる.ピヲ トは不拠剛に20情健機出Jきれてレる.炉比ついては中止郁て径40cmの広がり省d，

つ却陸上が検出されたのみで;1;る.I車l自は比般的平坦で軟弱"'，!，ゐ.

一 部 一



出土遺物

土錯 (第39倒的}
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11号住居跡第日@

12号住居跡 (貌14凶}

凋;!t慌の東側でI~曲K傾斜寸る斜踊1で腕lHされた。

プランは長軸7.2m、続軸6.4m向精円月臣官虫ずる.13母校謄佐藤によ って炉内-.aと旅舗中拠初、
市慢のー臓が!;IJちhて、る。時総蘭からの111!さは北側で同岨で、唱はほぼ豊島劇院立ち上がる.!l!匝

下 に巾10-1耽酒、~さ 2-5酬の周溝がめぐ。て、。る。ピプトはk小合せて50倒陶検出されている。

保書割回以上の空在住火線側と、内1)1.1で検出された傑さ40cm以上のピヲトが主柱穴と考えられる.炉

は上慌時役者1>、布納部、据り込み部からなるa土臨時設識には脱却目を欠いた線影土締役正立して』揖

えている。周辺は火勲なうけ#変している。石組剖1は鴫の敏幸取り痕跡が絡められ、 a曜日残存しな

一 幻 ー

札、。 岬ミ簡は干却で!!'!<Lまり良好であるお



出土漬物

土鶴 {第33関H、第39図70-78、第40閃79-"84)

Mは炉1哩設土鵠でIJQo 口縁部がほぼ直立し、!fol部がゆるく膨らむ様鉢形土官官である。瀬都民一

条町沈織がめぐる。 地文はRL (縦回転〉の縄文である。 70-制は夜土から出土L'". t.t線区画の

熔梢 し綜で文様を施寸土器併である。 76・77は蜘IJ3尾文がみられる.

宥鰻 {綿47図18・時、錦48岡お}

18は有'l/;の石悠である.円は磨製おJfで刃簡に様燃が認められる。2sは向織が拡4日している布陣

であるa

13号住底>>(第14闘}

調慌日:革{帥jで12骨{苦情跡を¥1J今て検出された。土周断的I餓銭円結集、明機ι12傍lJ3陪;跡が1'1'，.、て

から、陪ぼ同心円状にJw.ゆ込まれていることが繍鈍されている。

プラ ンは箆2.9m 町内帰宅ど培サる。確認自置からの深さは約阜、濁で盟主は陪ぽ ífi'!磁民立~上がる。量産隠

下には耐仰lをl控寺阿部がめぐり、 、二 円J，~憐l:に、いわゆる盟主鋭穴が2s鋼鉄出されてもる。ピットは

舛仰に斜めι掘 り込宮れる'"~;脂跡町南側は聞かれて、 沢に続、。てトる.ヨIl常日銀 く し ま り道路

む岨路}状官認し、出入口施絞と忠われる。析は中央部に作られてトる.石閥、.炉で島り、周辺は

大熱右r受付弗資してトる。床面は子息で艶 くしまり良好でゐる.

同号住居跡 (務15悶}

i関査底的東側で倹/poされたe

プランは長柑7 ，2m 、額融6"6m の情円静も'昼ずる。 確11(磁からの採さは1!~3&測で、日産は陪ぽ!mii曜

に立ちkがる。 ピッ トは犬小2s倒検出されている<>:E特穴は墜砥下位ある織さ諸相以上のど ，ト7

舗と 、平平内D11，，"揚り込まれた臣官書40cm以上町 7(閤が考えられる.北西部には巾12-試畑、深さS

-8c閉め刷精が認められゐ。肝は右側、・士総醜法部、石組問l、拍lり込み剖同らなる。む世間、、上rA開

設部には底部省ピ火、、たお棋鉢形土指を在立 して据えている。両組問Iの棋は11(るうちれないが、内;'$に抜

き取 り侠と恕われる凹，"，があり、礁の存筏をうかがわせる。また内聞上部が大勲もfうけ赤費して、。

る。床部は平副Eで竪〈良好である.

出土遺物

土儒 (1<<34図15、第4Q悶85-盟}

15は伊開設土:!lfで島る.I嗣綿が膨らむ健製の滞鉢形=1，官官である。 j注文はLR (縦悶転)の縄文で、

骨:体的綿ぴ日がみえる.師-92はI!I土から出tしたo 85..._，闘は目線泌が揖文帯で鎖織に一糸町枕絡

がめぐって、'<?o8sは書生糸文である.90-92は沈線と。特例しによ勺て文係者!:雄して、る.

石舞 (!II47[盟20、til48防26.2η

20は横型」む匙、おは贈石、 -n同高石である.

15号住居跡 (第時間}

ー 抱 一
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調査区東側、商へ傾斜する制問で検出された。

プランは長軸3.Om、短軸2.6mの続門形も'1ilずる.6革路側からの告書きは東側で16帽である。!itは

ほば1f~砲に立ち上がる。 ピ ザ トは哩下に 81，閣僚出きhているが様、 、. I戸は嗣修してZ1&横山されて

、 ι。いずれも土ね埋設炉で、 東側は鉢M土~CI)網棚;を斜位に据えており、間制lの炉は小形の鉢形

土掛の酔1都合やや制限に据えている.レずれら周辺は赤軍Eしている.ζのこつの炉記は切り合いが

な 〈新i日関係は不明である。旅隠はやや胆1凸があり 、~~~である.

出土漬物

土締 (郷34儲16-18)

16・17は炉場設土紛で、本目闘のt事鉢形土勝である.16はRL (縦向転}、17はRL(前々段多条}

の純主である。 18は床凶からIU士した。口縁部に41凶の111形突起省どもつ。"融剖1は僻文衛で、 山静

突緒的下1，から波線と耳警備しιよ勺て4単位にl><:偏してレる。 地文はl正園内に残り、燃晶文である。

石緒 (;s47閃21)
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同骨住居篇 {鰐17闘〉

調托区町東側、沢に鋭〈傾斜帽で抽出された.

ヅヲ川忠良軸3 .7m 、組軸2 .5m の附円形をii\-tる. 制局耐からのr~J.1.f....:Jl加 ，で壁はゆる苧かに

なも上がる.君主的i1t4子目、点酬が』叫Fで品ゐ.ピットは鏡下に6削検山されてレるが主柱穴は不切lで

品主'.炉は若干f.:tl!!l営陣して 2U~則的作り変えがある.斬がはれ闘い J::G坦設炉である.炉はt:%"}

哩.!ltMlと雛り込み協からなる. i'Zj~的民貼り日ミが認められたゆ、時.:¥tt掛か:新炉の下舗に入ゆ込u

健相会λせる.綜舗は暴珊町Wか多段S富山しており凹凸が激Lも・.

出土通暢

主It(;1134凶19、111お制20)

同 ・却は回開設上紛であるo 19tt.胴郎が膨らむ粗恨の保障形 k加で品る.地主は型車糸立で晶る.

20は洗練I司副的脚れ し備に.l;..，-c宜保仕様l摘させ、広岡内には輔兜虫;世臨して、・る.

げ骨住居跡 (~臨時国〉

捕資1<:の東側で倹出された.内"に傾斜Lており、府内部喰はh l'かしか蛾存Lな、'.
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ブランは長iIirjr2.5m {fi栴lJ2.3mの

惰円形を呈する。確認、而からの深

さl土約17cmで、壁はほぼ弔[1'1に立

ちj二がる。 ピットは 7{同十全H:¥され

てし、るが、東側の空走行与し、に耳~9:1 し

てみられる。主柱穴は明確でない。

炉は住rrrfl砧;の，HflLI{fljにfr"られてL、

る。出iJEf側に般が 3{阿波び、本来

は干J閉I¥， 、!上:号諒E上里託受!釘U炉三ゴIとj尼z忍hけjオ土)ててお
上珂塑設一オI-~ 号器;詰Jは把手f刊付4寸4 き査]f;;土器の IJIJ!]

引を欠いて、倒立させて据えてい

る。炉開辺は火sr!¥をう H-赤変して

いる。床は平坦である。

出土遺物

土器(第35図21)

倒置されてし、た炉開設-士irJで、あ

る。胴下半日Ijを欠いている。 2本

の降線のめぐ、る 4ヶ所に橋状把子

をもっ査形土問である。 JJI引1;は沈

トJ
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2 2有l層 ):t¥絹色土、炭化物混入
第2層 /1音褐色土、焼土・炭化物微量滋入

8図 1

線!ベ fL~JÎ と際的し千百;が施される。 地文は複節料純文である。

18号住居跡(第四図j

調在|ベ:中央m;のIN側で検IHされた。
フランは任 3mのほぼ円形をldする。確認miカミらの深さは約20cmで壁はゆるやかに立ちとがる。

ヒットは壁沿L、に炉を[lliむように 6例検出されている。炉はIニ|てI央東寄りとiJ可側の 2ケ所で検出され

た口ひとつは十号泣か!日小kfiで、 JiHi刀は央主1¥を行けキ変 Lている U もろひとつは焼土と掘り込λJ71:から

出土遺物

なる炉であるが、上引役-1--加はなL、。新旧関係につし、ては不明である。 qミfI訂は平坦で!空く良好である。

土器(第35同22、第401珂93~100)

22は炉上'Hrt史上加で、ある。 内向しながら I1縁庁1;に予:る深鉢形土器て、ある。沈線i疋!日lIの磨出し帯で波

;伏文、前円文を j-Ni き、沈線上に府J'史文を施している。地文は複節利市!日文である。 93~ 100は覆 L:ヵ、

ら1-1¥-1-_ L た。 93.97は I1 紋 ií:lj は無文ifTfである。 95 ・ 96は頚r'~:lj に一条の沈線がめぐり、 ド行Ijにはヘヲ

;1た[~ J しによって桁l \，、比帝京が施される。 94 ・ 98~ 100 は沈純!ベflliiの甲山ljL帯を施している。

石器(第48[叉128)
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磨石である。

19号住居跡(第20凶)

調主医中央部南側で検出された。
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プランは長軸3.3m、短車IB2.9mの惰円形を呈する。確認前からの深さは約27cmで慢はゆるやかに

立ち上がる。ピットは少なく、南西寄りに 4{固検出されている。炉は中央東寄りに位置し、 3時間

の作り変えが認められる。最も新しい炉は石田れ、炉であるが、礁の抜き取りがみられる。この石囲

L、炉を取り除い

てL、る。この土器埋設炉の新旧関係は不明である。床は平坦で院長く良好である。

出土遺物

土器(第35図23、第41[盟101~106) 

23は炉埋設土器で、ある。腕部がゆるく膨らむ和製の深鉢形土問て¥地文はRL (縦Iril転)の純文

- 36 



である。 101~106は覆士ーから出土した。沈線i又画の際的し千告を施すものである。

20号住居跡(第21図)

調査l疋中央部南側で検出された。

c子pコ、 cトg、. 

~I 

一千ープ士¥

4ω擁密He緊室4バ主J 
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工三 草喪華E

三 / (6) 0 錨錦之JiRSとて i /J 

張型車~~誕百惚駆除

了 泌.-<総小J側Fコでが側U口にD線トー

A 第第第 l 層層層 褐精時補赤色褐色土土土、 炭焼少化土量物混・微炭入量化物少量混入 A' 2 磯 40.70m
3 、 混入

2m 

19号住居跡

プランは長車Ih2.9m、短車rb2.6mの橋円形を呈する。確認面からの深さは約16cmで壁はほぼ垂直に

立ち上がる。ピ、ソトは 7個検出されているが主柱穴は明確でなL、。ただ北側の 2個と南西の 1偶が

掘り方がしっかりし、深い。炉は住居跡の中央東寄りに作られている。土器埋設であり、粗製の深

鉢形土器を正立に据えてし、る。周囲は火熱をうけすミ変している。床は平坦である。

出土遺物

土器(第35図24、第41図107~109)

24は炉理設土r，ifである。!阿部がゆるく膨らむ粗7製の深鉢形土器である。地文は撚糸文である。 107

~109は仁i 縁部が無文情である。

21号住居跡(第22図)
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調査iえ中央部で検出され

?二一日

フランは長市rh3.5m、短判i

~ 

@ 

2.9mの{有円7T1を呈する。確

認、雨1カ通らの拐ささは40cmと深

く、壁はほほ平fI勺こ立ち上

ピットは壁に沿って

10数個検出されており、掘

yう二る。

り方の Lっカ、りした深いも

のが主柱穴と忠、われる。 ']:ji

イハ…
v

θ;ク
は同位置で 21時期の作り変

えが認められる。新炉は干i

国h、炉で、ある。!自1;Jciは土器
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土問笠炉であり、新炉の礁の

下部で検出された。埋設土
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号誌の周聞は火熱をうけ赤変

している。床聞は平坦で堅

1 m 。
くしまり良好である。

図出土遺物

(第35閑25、第41図110・111)土器

25は炉埋設土器で、ある。沈線を磨消し手法によって IUJ字状に文様を展!}日させる。 110• 111は

霞:土から出土した。

22号住居跡 f第23図)

調査i正中央部で検出された。

プランは長rf!rt13.5m、持!lirh::¥.lmの椅円形か日寸ろ(確認flfiiJミムの浮:ミけが7円m砕け~:t Y， II，~ウ弘 1-

ピットは壁に沿って炉を囲むように 611ilil倹出されており、 l'紀子Ijからみても主位穴と思われる。
カlる。

中央に土器をりに作られている。長rjid185cm、短市1i!45cmの浅い掘り込みをもち、

据えた土器士里設炉である。 周囲は火熱をうけー赤変している。床Frnは平坦でi県くしまり良好である。

出土遺物

(第36図26、第41図112・113)土器

口縁古[)がゆるやかに外反する深鉢形 1-.出で、ある。頭部に一条の沈線がめ26はi戸Ji[守安土器で、ある。

ゆ邸宅i転)の縄文で原体の結びI1がみえる。 112・113v土箆-1-.カミら11¥:::1-.した。沈線
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jよ耐の磨消し帯を施している。

ぐイ)、地文はRL



第1層黒色士
第2層 黒補色土、焼土・炭化物混入
第3層階褐色土
第4層褐色土
第5簡 i清掃色土、褐色土混入

Q' 第6層褐色土、明褐色土混入
ニ 第7層褐色土
40.70m第8層階褐色土

第9層掲色土
第10層階褐色土
第11層階調邑士、焼土混入
第12層褐色土、時褐色土混入

23号住居跡(第24図)
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第22図 21号住居跡

調査[;<I=P央部で検出された。東側の‘i'mは風間木痕によって壊されている。

フランは径約 3.1mの不整円形を呈する。確認聞からの深さは約10cmで壁はほぼ弔直に立ち上が

る。ピットは10個検出されているが、主柱穴については明確で、なし、。炉は住居跡の間側に作られた

上器坦設部と掘り込みからなるものである。 L:部理設吉I~には底{fj~を欠く深鉢形土間を正立に据えて

し、る。周IIHは火熱をうけあ変してし、る。掘り込み内には陳が 211司みられる。しかし抜き取り痕跡も

みられなL、ことカミら掘り込みが石組となっていたのかは不明である。床i聞は平坦で!竪くしまり良好

である。

出土遺物

土器(第36図27・28、第41図114・115)

27は炉均三ι上限で、 28は床 l:frîから 11\ :::1二した。 27は沈線と謄 11l~ L帯を弔下させ村Ilt方向に文様を展開
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させる。 28は粗製の深鉢形土器で、ある。 114・115は沈線広岡の磨消し帯を施している。

24号住居跡(第25!ZD

調査!又中央部北側で検出された。
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22号住居跡第23図

ヒップランは径約2.8mの円形を呈する。確認面からの深さは12cmで壁はほぼ垂直に立ち上がる口

トは 7個検出されているが、主柱穴については明確でなし、。炉は住居跡中央東寄りに{乍られた土器

埋設炉である。深鉢形ごと器を正立に据えてし、る。周間は火熱をうけ赤変している。床面は堅く平担

である。

出土遺物

(第36図29)土器

日縁部は無文帯で、頭部口縁部が外反し、胴音r~が膨らむ深鉢形土器である。

の縄文である。

40 -

(縦回転)に一条の沈線がめぐる。地文はRL

25号住居跡(第26図)

炉域設土器で、ある。
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調主iヌ:中央i'f!j両側で検出された。

ブヲンは長r111h4.1m 、短r!hh3.6m の i偶丸方形を呈する。確認、両からの深さは約40cm で控はほほ市~1i'I

ピットは北壁沿いに集中して検出されるが主柱穴は明確でに立ち上がる残存の良好なものである。

なL、。炉は住民JFz/j\の中央寄りに作られている。長1111111.5郎、短市11I 1.0~1.3m の掘り込み、掘り込み郎

をもっr}lで、あり、東側の)末は火熱をうけ赤変してレる。 埋設二i二出、 :ri組tfl)ともに未検出で点Jる。精

売したが、抜き取り痕跡はみられなかった。!木市は平均てJ空くしまり良好である。

出土遺物

(第411現116~123)結土

覆土ヵ、ら出した。 116~主ヘラ状工具により創Ul 、沈線を附く。 118は I~I 紘 rmが無文帯で、地文は撚糸

文である。 他は沈線iメ:雨の磨消し帯を施してし、る。 119には刺突文もみらhる。

26号住居跡(第27図)

調剤又中央部東側で検出された。北側は風倒木痕によって%程壊されてL、る。
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フランは径約2.8mの円形を!日すると居、わjノLる。確認、Iffiカ通らの深さは約20cmで壁はほぼIfT:直に立ち

とがる良好なものである。 1布、東日~-rに間帯がみられる。ピットは壁沿 L 、に掘り方のしっカ、りし

た深さ 20~35cmのものが検出されており主柱穴と思われる。炉は{ニt)tff跡中央やや東寄りに作られた

土器土唱え"it1J:iで、ある。 *n製深鉢形土器をIE立に据えている。周回は火烈をうけ赤変してし、る。床而は
平坦で!;jどくしまり良好である。

出土遺物

土器 f第36図30、第41rZ! 124~ 126、第42図127~133)

30は炉埋設土器で、ある。 いびつな粗製の深鉢形 i二器で、地文は撚糸文である。 124~133は覆jーォ、

ら出ーとした。 124、 126~133は沈線と磨ýr1j し帯で文様を展開させる。

27号住居跡(第28図)

調査|又中央部東側で検出された。
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風倒木痕
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∞J 

尽
くコ
CD 

'eol宕 1護
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ーー宅
直員

∞| 

c ~II 
- 40.60m 

第 lWi 黒褐包土、炭化物、焼j二浪人
総究附 11存主演翁ト 間イv%J浸 λ
第 3肘褐色1:
第 4府附i補色二t
第 5層褐色土、炭化物混入
第 6瞬時褐色土

第 n~ 褐色土、黄色土混入
第 8~ 2m 

c 
-旬、¥

!旬{WJは風倒木瓜により岐壊されている。東側は沢に続く傾斜而で、壁は検出できなかった。推定

フラン長制14.5m以上、短illfli4m 以上の栴円形を呈すると忠、わ~l る。確認而からの深さは約30cm で

壁はほほm直に立ちとがる。ヒ、ソトは壁に沿って検出されるが主杭穴は明確でなL、。炉は東側に作
られた j-.出土fH，m:炉である。特にわfを中心とした長さ2.7Xl.3mの11組問は非常に堅L、。
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出土遺物

(第36図31、第42図134・135)土器

(縦日縁部に向L、ゆるく内反する粗製の深鉢形土器である。地文はRL31は炉均三党土器で、ある。

の縄文である。 134・135は覆土から出土した。回転)

(第47図22)話器

22は基部が欠損している石斧で刃部には擦痕が認められる。

28号住居跡(第29図)

調査区の西側で検出された。

プランの径約 3.0mの円形を呈する。確認面からの深さは約30cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がり極

ピットは大小 7個検出されているが掠り方のしっかりした深L、ものでめて残存状態が良好である。

炉に相対する 2個、北西壁下にある 2個が主柱と忠われる。炉は住居跡中央より若干南東寄りに作

られた石囲い土器埋設部、石組部、掘り込み部からなるものである。埋設土器は深鉢形土器を正立

して据えており、外側には個体の異なる土器片を回し、二重にしている。石聞い部、石組部を形成

する居者は抜き取られた可能性が強い。掠り込みは援に接する。床面は平坦で自主くしまり非常に良好
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出土遺物

f第37図32~34 . 35、第42図136~137)器土

J~l 縁部32・33は炉i埋設土器で、ある。し、ずれも口縁部がタト反し、!阿部の膨らむ深鉢形土器である。

まfこ32十主ノj、さは無文帯で頚部から下は沈線医i南の磨II'jし帯が垂下し、日同行1)で、大きく横に展開する。

くじよ=[ijした栴円文内に円形の京IJ突文を施している。 34は床面から出上したr::::J縁部がゆるく内反する

深鉢形土器で‘ある。 35• 136・137i主覆二!二から出土した。 35vJ:小形の丸底の査でケズリによる整形が

きJn，、に磨きが施される。なされ、

出土遺物

遺構内、外出土の土器を文様から群に、器形から類に分けて述べてみたい。

ヘラ状工具によってILi形

に沈線を施してし、る。小破

(第39図的、第

口縁上

と頂部下に縦位の粘土利1:を

貼付、撚糸圧痕文を施して

3類:59・143・144と

片 2l'!.カリ士¥::1ゴーLtこ。

山形 CI縁をもち、

45図143・144)

器土群っι

レる。

A 

(第45図141. 142) 1群土器

も口縁部がタト反する深鉢形

(第45図 145~ 

二j二ififて、ある。

器土群句、v
-'=4:Jロ 5ri2 ~ c:> 1 C<Y "--...J 3 

5iE轄F詮盟会人
芸i震翼議室

151 • 154) 

隆線や沈線によって渦者

文、梢円文が施される士出

君~~である。

2類:147は深鉢形土器の破片である。A 

A-3類:151は陸線による渦巻文が施されている。

C-2類:148 . 150 . 154は浅鉢形土器の破片で、特に154は口縁が逆「く」の字状に内傾し、粘土利t

貼付による渦巻文、楕円文が施される。

46 

(第45区1152・153)

沈線による懸主E文が施される土器で、ある。

4群土器
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第31国

1 2号住民跡、炉埋設士号
2 3号住層跡、炉埋設土器
3 3号住民跡、炉内
4 4号住居跡、炉埋設土器

。
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5 4号住居跡、古炉
6 4号住居跡、床面
7 5号住居跡、炉理設土器
8 6号住居跡、炉埋設土器
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15 

16 

17 

15 1，1号住居跡、炉開設士出
16 15 i}住開跡、炉理設土器
17 15号fi:局跡、炉埋設 t器
18 15号住民跡、床面
19 16り住居跡、炉埋設土器

器土土出
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凸

21 

23 

25 

20 16号住居跡、炉埋設土器
21 17号住居跡、炉埋設土器
22 18号住開跡、炉埋設土器
23 19号住民跡、炉理設土器
24 20号住民跡、炉埋設土器
25 21号住民跡、炉埋設土器
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26 

28 

26 22号住居跡、炉埋設土器
27 23号住居跡、炉哩設士器
28 23号住居跡、床面
29 24号住居跡、炉埋設土器
30 26号住居跡、炉理設土器
31 27号住居跡、炉埋設土器
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33332451 22228888号号号号住住住住居柑居屑跡跡跡跡、、、、 炉炉床覆埋埋面土設設1I器器

34 
。 lOcrn 

第37図 遺構内出土土器

5群土器(第31図 4、第32図 5・8、第33図 9~12、第34図18、第35図21 ・ 25、第36図27、第37

図33、第38図、第39図57 ・ 58 ・ 60~63 ・ 67 ・ 68 ・ 70~旬、第40図79~94 ・ 97~100、第41図101~105 0 

107~110 ・ 112~115 ・ 117 ・ 118 ・ 120~126、第421玄1127~131 ・ 134 ・ 136 ・ 137、第45図157~165、第

46図166~173)

沈線[5z画による磨消し帯を施し、 iCJoiJJ 't_:;伏文、波状文などを横方向に展開させる土器群

である。

A-2類 (46・161・164) 口縁部が内反する深鉢形土器で、ある。沈線と際消し手法で文様を展開

させる。

A-3 類 (4 ・ 5 ・ 8 ・ 10 ・ 12 ・ 18 ・ 33 ・ 49 ・ 51 ・ 52~54 ・ 70~72 ・ 85 ・ 97 ・ 10ト 124 ・ 155 ・~

158・160. 162・163) I二1紋部が外反する深鉢形土器である。口縁部が無文帯のものが多く、頚部

下方には沈線K画による磨消し帯を施している。|又両内に縄文を充填するものである。

D-1額 (21):口縁部がほぼi直立する査形土誌である。陸線をめぐろした頚部の 4ヶ所に橋状把手

を有する。胴部には沈線iヌ:両の磨消し帯を施し、夜間内には複節斜縄文を充填している。

6 群土器(第46図175~177)

陵和ilによって|又両した磨消し帯を有するものである。
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第42図 遺構内出土土器

133 

1.37 

A-3類:175は口縁部が外反する深鉢形土器である。

7 群土器(第31図 1 、第32図 6 、第35図 20 ・ 22、第37図32、第39[~65 . 66 . 76・77、第41図119、

第42図127 ・ 132 ・ 133、第46図 174 ・ 179~188)

5群土保と同様に沈線区画による磨消し帯を施すが、さらに刺突文が施される土器群である。

人一 3類(1 ・ 6 ・ 20 ・ 22 ・ 32 ・ 65 ・ 76 ・ 119 ・ 179~ 181 ・ 184~188) :口縁部が外反する深鉢形土

器である。 65 ・ 119、 183~188は口縁部無文常に円・三角形の刺突文を施してし、る。 1 ・ 6 ・ 20 ・

32.76・174.179 ・ 180~182は i又画文内に、 22 . 132・133は沈線上や沈線に沿って京IJ突文が施され

ている。

8群土器「第31図 3、第33図11・14、第37図34)

A-1類 (11. 14) : 11・14は Cl縁部がほぼ直立する粗製の深鉢形!二器で‘ある。 11は地文がJ京糸文

である。

A-2類:34は口縁lt[)がわずかに内反する組製の深鉢形土器で、ある。地文はLR (前々段多条)の純

文である。

8-3 顔 3 は口縁g:[~が外皮し、日同 rmがゆるく膨らむ鉢形土器で、ある。

9群土器(第43図139・第46図190)

小形の鉢形こと認で、へラ状工具による和!I..、沈線で葉IJI~;I)\ の文様を施すものである 0

10群土器(第46図191~ 194) 

縄文時代n~tJm のごf~_?:f*を本群とした。平行沈線文、入車11.文が施される。日:J形は浅鉢かれHI長j牛耳ナL

58 



記号と尼.t*つれる。

石器 f第49[君、第50!玄u

29は木葉形を呈する尖頭問、

30は有舌尖顕器の一種と考え

られる。表裏而にアスフアル

トの付着物が認められる。 31

~36は〈ラ ;1)ミ石器で、 l 、ずれ

も雨前iから力11撃百周整{戸LirIfl加

工)されたものである。磁器的

な用途をもっと考えられる。

37は両側縁部に刃部をもっ自Ij

器で、 38は一一方の側縁部に刃

古!jをもっ削器状のお器である 0

29~43は麿製干i斧である。 44

~47は礁の両端を打ち欠いた

Tî錘である。 48~55o 57は磨

干人 56は高安干iで、ある。
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遺構外出土土器
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。。 23・24 3号住居跡
25 12号住居跡
26・27 14号住居跡
28 18号住居跡

第48図 遺構内出土石器
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まとめ

遺構について

下腿6i自)';l:から験111された}宜櫛は盟主穴住腐跡、竪穴状)i!構、上拡である。 特に察穴住賠跡が圧倒

的に多く、 こζでは住胎跡について簡単にまとめてみたレ.

遺跡は主要高40m.~の台地上位依院するが、南から北西方向に小沢が入り込んで台地官三分してい

る{以下側主主的に問、中央、政地区主呼ぶ}。 中央地区は耐IIlJJに小沢があり台地は馬の背状になq

ている。照穴住居跡はニめまつの台地で総数28軒が検出された。内訳は部地色:6軒、 中央地区10軒、

東地庇12軒である。

プヲ γはすべて門形、駒内形守虫ずるものである。撲協は経2.5m前後のものがZ軒、3m前後

18怖、 4m前後2軒、5mijij後 Z軒、5加前後2軒、 701前後の中形のものIJ'2 t:fである。各地区別

巳線路tすると、小沢にはさま .h1~中央地区ぞは後 3m 前後8 軒、 401 前僚のものが 2軒である。 B\

5.5m .--7m例後の中形的住凪跡は師、京地t互に『且られる。 これは中央地IKのように小沢にはさまれ

た狭小な台地では、佳昭跡の腿鴎決定L際して地形的な制約が大きな比司~~占めてレたと考えられ

る。 三地区で2.5m-3m前後の小冊の住居時は20軒を段え、全悼の%以上安占めて、ι.

炉の形燃は作り変えのあるもの*含めて俊式炉13軒、石闘い土概略E殺炉3軒、fiVU，'炉3軒、土器t

瑚設炉11軒である.もわゆるll!式炉品は次的6形般がみらhる。①お制、・土器既設部十石組部+似

り込み部(14・28号住居跡}、②土紛明殺部+石綿織+婚り込み剖t(2・12号住居跡}、①土器理

設部+鳴り込λ+織 り込み瑚;(1・4. 16・25勾住居;則。)、@ニt際均投部+淵り込み (3・8・23

号住胞跡}、⑤石闘し土穂町段$+帰り込み (5骨住持跡}、⑥あ続部+限り込みは号館賠幼:IA

炉) の以上である.しか ι① ・② ・ ⑤の~，聞い七器坦綾部、 石組部にすべて蝶が幾.{f.寸るものは

認められず、 1-2仰を伐し他は抜き取られているようである。

様式炉町佐脳跡内での位{置はすべて量産際に寄勺ている.支た長軸カ向日各地l約二よゥて焼ftlJ性が

みられる。東地1主では12号lH!!跡が昭11向、8・14・16-f}住属幼は南方向、中央地医師団 ・ぉ ・25

(1;脂跡は西方向、街地区の2・28号住ljI}'跡は東闘方向、 1・3・4・5号住帰跡は北西方向に佼抗

して、‘る.

また住締跡の炉に作り変えの認めちれるものが数軒ある.①!l!式軒町(i1Ji買を格動させ、古い炉民

貼り床ぞしているもの付号住帰跡〉、①同位慌での作り変え (2号住尉跡}のあるものぞ、!!t式

炉から.j"uo，、炉へ移行させるもの (10-9住腕跡〉、③土器開設炉から阿佐慢で布凶ぃ炉に陣行させ
るもの(19・21-l:}H;Ji!i跡}などがみられる。宿遺跡では器産式炉、土器埋設がfJら将問、。炉へと修行

させているω これは潟の択D巡跡と1司織のlJl.訟である。

段後にft厩?跡の時期につ、・てで品るが、住居跡の胆坤設土;器、服部出土の土官官会年代快定の111め

乎とするならば、 13号住民跡た験き縄文時代中期末裁の犬木10式却1>二位置tづ叶られるものである。

しかし?:l軒すべてが向時剣に符古・したとは考えがたk

ー 随 一



土需にも土詩型式による差はほとんどみ、られないことから同一時期に何軒の住居跡が存在していた

のか不明である。ただ炉には 4形態認められること、複式炉は各地i疋によって位置、長市Ih方向に規

則性がみられることや、さらに援式炉、土器埋設炉から石聞い炉ヘ移行していることなどを考える

と同一形態の炉をもっ住民'跡は同一時期に存在した可能性も考えられる。

出土土器について

本遺跡ヵ、ら出土した土器は、整理日3コンテナで20箱である。実測図として載せたものは炉開設土

器、床面、床 [I~l上カみら出 i占したものが主である。 23形は深鉢J[ラ上;?2iが大半を占め、浅鉢:)f;;土器、鉢

形土器、査形土器もみられる。ここでは先にその施文様から群に、器形ヵ、ら類に分類した土器のu寺

j掘について考えてみたい。

1群ごと器は小破片 2}誌の出土であり詳*fflについては不明であるが、ヘラ状工具による沈線が山
形に施される。大木 6式期と思われる。 2群土器は山形仁i縁を有し、頭部下に粘土紐と貼付、撚糸

圧痕文を施す二r: a式期に比定される。 3群土器はi珪線や沈線によって渦巻文、楕円

文が展開させる。 4群土器は沈線による懸垂文が施される。この 3・4群土器は大木 9式期に比定

されるものであるが、 3群土器は大木 9式土器の古い方に位置づけられる。 5群土器は沈線区画の

磨消し帯を γCJ I J J 宇状に文様を展開させる。 6群土器は稜線によって区!南した磨消し帯を有

する土器群で、ある。 7群土器は沈線医!雨による磨消し帯を有するが、さらに区画文内、沈線沿いに

刺突文を施している土器群で‘ある。 8群土法は粗製の深鉢形土器を一括した。地文は撚糸文、 LR

(前々段多条)縄文などがある。 9群土器は小形の鉢形土訟で、ある。細い沈線で葉脈状の文様を施

している。これら 5群土器から 9群土揺はし、わゆる大木10式期に比定される一群である。本遺跡で

はその施文様から 5群に分類した。 しカ、し住)汗跡の新!日 2fl寺期の炉哩設土器ーを比較しても純文様に

大きな相違は認められず、これら土器群の新!日につし、ては不明である。 10群土器は少量の小破片が

出{-_している。平行沈線文、人組文が施される土器で、縄文時代晩期の大洞C1式期に比定される

ものである。
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遺跡全景

遺跡全景

図版1



1号住居跡(北東→)

2号住居跡(南東→)
図版2



3 (~ヒ東→)

4号住居跡(北東→)
図版3



5号住居跡(北東→)

6号住居跡(南西→)

図版4



7 (南→)

8号住居跡(南西→)
図版5



9号住居跡(西→)

10号住居跡(南西→)

図版8



11号住居跡

12・13号住居跡

図版7



14号住居跡(北→)

15号住居跡(南→)

図版S
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